
















































 理研と酷似オリジナルなデータは紛失していた。　切り貼りされた４画像のうち１つは、元講師が改ざんしたと認定。だが、残りの３画像の改ざん者は特定できなかった。調査に携わった三明康郎副学長（研究担当）によると、当時研究室ではす 結果がわかっている実験を、経験ため学生などに再度行わせるケースがあった。こ 際

































































































はこの問題で萎縮することなく、積極的な研究を行ってほしい」 と話した。また、調査委員会委員の白岩善博教授（生環系）は、 「再発防止に努めること もちろんだが、 （学生ら ）自由な発想の下で学問研究に取り組んでほしい」と話している。
上＝論文に掲載された改ざん画像、下＝同画像に見られる切り貼りなどの加工の跡





































































13日 （月 ・ 祝） にかつしかシンフォニーヒルズモー
ツァルトホール（東京都葛飾区）で開催される。　
指揮者に東京交響楽団での指揮経験を持つ田中一嘉































































































































































業）が本紙の取材に応じた。 「日本中をバイクで走った」 「学生時代に同人誌に載せた小説が初めての作品」……。大学 の思い出や小説家としてのルーツなどを聞い　　　　　　　
（原啓一郎＝社会学類４年、森レイ＝人文学類１年）
山崎まさよしの「Fat Mama」の弾き語りを

























































条件さえ一致し れば、結果がほぼ確実に予想でき それを人間がみつけたとき、科学がスタートしたといってもよい。このことは、材料を吟味して、同じ環境、同じ手法でものを作れば、信頼性の高い製品ができることを意味している。この予測が工業の基本となった。農業だって同じ。医療行為だ て、この考えに基づいて われている。人間の生活は、このような予測の科学によって支えられているのである」　
どうであろうか。科学の意味






























の時にローン マンションを買ったのですが、不景気が続き、当時の収入 ままでは破産すると分かり、生活費を稼ぐために本格的に小説を書き始め した。　
初めて小説を書いたのは大学生
の時です。同人誌を作っていた文学好きの友人たちに頼まれ、ツ








































































の火を押し付ける▽顔を蹴る▽体にいたずら書きをする……など 被害が多く報告されてい 。これらは、 「視覚障害者にとって盲導犬は体の一部だ」という単純な事実がわからない人間のや ことだ。　
それだけにはとどまら
ない。事件後、 「障害者はラッシュ時に電車に乗るのを避けるべきだ」 「障

















健常者と同じ「一人の人間」として見る という当たり前のこ だ。そうすればおのずから彼らの持つ権利のことを考え、「障害者はラッシュ時に電車に乗るな」 「盲導犬は入店するな」という意見は出てこないだろう。　
私の伯父は盲学校で長







































































































































































































老朽化などに対応するために２０００年から始まった「キャンパス・リニューアル」 関連する記事だ（第２２５号１面） 。学生約１２００人にアンケートを実施した結果、６割がキャンパス・リニューアル自体を 「知らない」 と回答し、 「全学参加」 をうたう大学側と、学生側の意識のずれを突き止めた。　
また編集長として、どう

















面の割り付け紙にペンでレイアウトや見出しの文字を書き込み、 （印刷をお願していた）常陽新聞の担当者に原稿用紙や写真と一緒に渡します。見出しの文字を入れたり、原稿の文字を活字に起こ てくれ のは常陽新聞の人です。締め切り間際には、常陽新聞に泊まり込んで を仕上げた部員もいたそうです。　
苦労したのは、紙面の文






























































































































































































れ、 支援を行う。例えば 「相談指導チーム」では、 「授業についていけない」 「話せる友人が少なく寂しい」「お金に困っている」……などのさまざまな相談に応じる。また教員が学生宿舎に出張相談所を開設し、留学生の様子を確認してもいる。渡邉センター長は「留学生が求める情報 すぐに提供できるよう努力している」と話す　
だが課題もある。留学生
センターでは、留学生 日本語を教えたり、学内外の案内や買い物など日常生活の世話をする学生を募集している。だが、それに参加する学生は少なく 「留学生が増加す 一方で 今のままでは留 と恊働日本人学生が足りない」 （渡
邉センター長）という。同センター長は「留学生センターの役割や支援の内容が日本人学生にも知ってもらえれば、活動に参加する人も増え、留学生により手厚い支援ができる」と語る。　
センターでは日本人学生














































留学生センター事務室の様子（9 月 11 日）＝山野辺拓実撮影
留学生 4500 人への道
































































































































































かしい」などの理由から自ら留学生と距離を取っているためだ。記者自身、 「外国人の友達を作りたい」 「英語で会話したい」 思っていても、学内ですれ違う留学生に挨拶すらできず、情けなく感じる。多くの日本人学生がそんな思いを経験があるのではないか。　
これは留学生にも当ては

















が通じにくい 』と交流を敬遠するのではなく、片言交じりでもお互 の文化や意見 伝え合うことだ」と語った。


















































端将広（同１年）が中前打で出塁。松谷竜暉 （同１年）と代打 ・ 野田航洋（同３年）も安打 続き、一死満塁のチャンスを作る 最後は國井が右中間に２点適時二塁打を放ち、サヨナラ勝ちを決めた。　
川村卓監督（体育系・准
教授）は「下位打線が出塁し、 １番の國井で （ランナーを）返すいい形ができている。これから上位チームとの試合が続くが、挑戦者のつもりで戦いたい」と語った。











































































































戦し、３―０でストレート勝ち。次の青山学院大戦では、第１、 ２セットを連取。だが、第３セットを奪われると、第４、 ５セットも奪われ惜敗した。続く国士舘大戦、 日本女子体育大戦は、それぞれ３―０、 ３― と快勝し、波に乗ったように見えたが、日本体育大、東海大にいず も１―３で連敗し、勢いを失った。　
男子は、東海大との初戦

































































































































































































































































































































人の小学生たちとその保護者が集まっていた。 「セミの体がいくつ 部分に分かれているか、観察して絵に描いてみよう」 。指示を受けた子どもたちは、渡されたセミをひっくり返し、
翅はね
を広げ、 大はしゃ

















































分かれて行われた。そ ぞれパスやドリブル シュートなどを練習。ミニゲームも行われ、小学生 懸命にボールを追いかけた。　
閉会式では、最優秀選手が２人
周年10



















いが、果たして彼らが日本人ほど流暢に文章を書くことができるのか。英語は２０００語学べば日常会話の８割は問題ないと言われているのに対し、日本 ５も学ばなければ けなという。こんな複雑な言語を使っている 人は、すご と思う。　
一方、日本人はクリエ
























































































































































   
       （添島香苗、写真も）
筑波大生がプロデュース
期１年）は「研究を通して『今をより良く生きるにはどうすればいいか』 などを、参加者の方に少しでも考えてもらえればうれし 」と語った。
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と光の強さの関係性を実験し、レポートで提出。先生に「もっと専門的な知識のある人に読んでもらえば」とアドバイスされ、ちょうど東京で開かれていた、チョウやガ 研究者のシンポジウムに単身乗り込んだ 参加していた東京大の先生と国際基督教大 （ＩＣＵ）
の教授から「僕の研究室に来て実験をしていいよ」と誘われた。それからは東大とＩＣＵに通って実験を続け、光の強さを調節できる専門的な機材を使い、どの程度 強さの光にチョウが反応する か、正確な数値を計測。高校３年生の時に成果を学会で発表した。　
大学入学直後から松山茂講師（生環





筑波大には昆虫を扱う研究室が多くあるが、そ 枠を越えて交流を行う機会はほとんどない。 「虫好き 集 っ何かできないだろうか」 。その思 が発足のきっかけ 。虫好き仲間と話し





行動を起こしていく。 その結果、 「趣味」が「社会貢献」につながった。今後は昆虫だけでなく、さらに自分の興味を広げたいという。 「やりたいと思ったことはすぐ行動に起こせばい 」 。の精神で、これからも小さな興味から大きな行動を起こしていくだろう  （油布知夏＝人文学類２年、写真も）
?? ?
休日も虫採りに勤しむ山口さん（9月 29 日、虹の広
で）＝原啓一郎撮影
＝森脇慎撮影
大戦で）＝鈴木拓也撮影
小学生（8月 5日、取手市で）＝田中開撮影
場で）
